
          

由
岐
理
事
長
挨
拶 

 

昨
今
の
情
勢
は
、
国

連
の
障
害
者
権

利

条
約

の
批

准

に
向

け
て

政

府
ペ

ー
ス

で

着
々
と
法
整

備
が
出
来

て
き
て
い

ま
す

。

こ
の

法
整

備

の
内

容
は

必

ず
し

も
全

施

連
が

望
ん

で

い
る

よ
う

な

内
容

で
は

あ

り
ま
せ
ん
。
『
障

害
を
理
由

と
す
る
差

別

の
解
消
推
進
に
関
す
る

法
律
』
も
国
会

に

上
程
さ
れ

６
月

17
日
に
成
立

し
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

各
障
害
者
団
体

が

も
ろ

手
を

挙

げ
て

賛
成

し

て
い

る
わ

け 

         

で
は
な
く
、
今
ま
で
な

か
っ
た
障
害
者

へ

の
差
別
禁
止
に
向
か
っ

て
、
一
歩
前
進

と

い
う
評
価
の
中
で
の
成
立

で
す
。 

 
 
 

ま
た
、
障
害
者
総
合
支

援
法
の
付
則
２

、

３
条
の
配
慮
規
定
、
検

討
規
定
に
対
し

て

も
、
全
施
連
の

見
解
・
意
見
を
も
っ
と

各

政
党
、
厚
生
労

働
省
、
国
に
対
し
て
あ

げ

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す

。 

全
施
連
総
会
報
告 

１
．
第
１
号
議
案 

 

平
成
24
年
度
事
業
報
告
に

関
す
る
件 

平
成

24
年
度
の
事
業

報
告
で

は
、
障

害
者

差
別

解

消
法

な
ど

に

対
し

て
意

見

書
等

を
提

出

し
差

別
解

消

法
の

不
備

な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。 

ま
た
、

各
都
道

府
県

単
位

で
地
方

議

会
に
意
見
書
、
要
望
書

、
請
願
書
等
有

効

だ
と
思
わ
れ

る
こ
と
を

実
行
し
、

ま
た

、

全
施

連
の

組

織
拡

大
に

向

け
て

の
活

動

を
行
い
、
そ
の
結
果
と

し
て
岐
阜
県
連

を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

そ
の
他
、
大
分

県
で
の
全
国
大

会
、
義

援
金
活
動
、
国
政
へ

の
請
願
・
要

望
活
動

、

各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

、
Ｊ
Ｄ
（
日
本
障
害

者

協
会
）
の
活
動
へ
積
極

的
に
参
加
し
た

こ

と
等
の
報
告
が
あ
り
、
報
告
は
原
案
通

り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

２
．
第
２
号
議
案 

 

平
成
24
年
度
決
算
報
告
に

関
す
る
件 

 

決
算
報
告
で
は
、
次

年
度
以
降
に
は

こ

の
ま

ま
の

会

費
の

状
況

で

は
活

動
に

支

障
を

来
た

す

こ
と

が
予

想

さ
れ

る
と

い

う
切

実
な

課

題
が

あ
る

こ

と
が

報
告

さ

れ
ま
し
た
。 

 

質
疑
応
答
に
中
で
、
会
費
値
上
げ
に

関

し
て

県
連

に

よ
っ

て
は

対

応
で

き
る

県

と
対
応
で
き
な
い
県
も

あ
る
。
会
費
値

上

げ
に

対
し

て

具
体

的
な

対

策
を

講
じ

て

い
る
県
連
も
あ
り
、
対

応
に
は
多
少
の

差

も
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
会

費
の
改

定
だ

け
で

な
く
積

極

的
に
身
内
や
友
人
・
知

人
に
賛
助
会
員

や

個
人
会
員
を
開
拓
し
た

り
、
各
家
庭
に

カ

ン
パ

を
募

っ

た
り

し
て

対

応
し

て
い

く

等
、
幅
広
い
対
応
策
が

必
要
と
の
議
論

が

出
て
、
審
議
の

結
果
、
決
算
報
告
は
原

案

通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た

。 

３
．
第
３
号
議
案 

平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案

） 

①
障
害
者
総
合
支
援
法

に
対
し
て
、
全

施

連
が
主
張
し
て
き
た
「

入
所
施
設
の
重

要

性
」
等
を
実
現

す
る
た
め

、
３
年
後
の

見

直
し

に
向

け

て
問

題
を

解

決
で

き
る

よ

う
取
り
組
む
。 

②
全
施
連
の
要
望
・
主
張
に
賛

同
・
理

解

し
て

く
れ

る

政
治

家
を

さ

ら
に

増
や

し

て
い
く
。 

③
全
施
連
が
作
成
し
た
「
家
族
が
求
め

る

暮
ら
し
の
あ
り
方
」
の

提
言
を
活
用
し

国

会
議

員
や

地

方
議

会
議

員

等
に

全
施

連

の
考
え
方
を
訴
え
て
い
く

。 

④
全

施
連

活

動
の

さ
ら

な

る
拡

大
へ

取

り
組
む
等
の
方
針
が
提

案
さ
れ
、
各
県

か

ら
意
見
が
次
の
よ
う
に

出
さ
れ
ま
し
た

。 

 

◇
福
岡
〜
「

終
の
住
処

」
に
つ
い
て

育

成
会
と
の
協
議
を
計
画
中

。 

 

◇

島
根

〜

県
連

主
催

の

研
修

会
に

育

成
会

等

の
県

内
の

親

の
会

員

に
も
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 
◇
山
口
〜

入
所
施
設

は
必
要
で

あ
り

、

通
所
利

用
者
も

多
く

が
将

来
に
は

入

所
施
設

が
必
要

に
な

る
こ

と
を
広

く

社
会
に
訴
え
て
行
く
べ
き

だ
。 

 

◇

茨
城

〜

県
内

の
施

設

の
半

数
近

く

は
家
族
会
が
な
い
。
成

年
後
見
制
度
に

関
し

て

後
見

人
は

幅

が
広

く

ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
し
て
い
る
。 

 

◇

由
岐

理

事
長

〜
全

国

規
模

の
親

の

会
や

障

害
団

体
に

も

加
盟

し

て
い
な

い
家
族
会
が
多
く
、
福

祉
が
ど
の
方
向

に
進

ん

で
い

る
か

判

っ
て

い

な
い
状

況
に
あ
る
。 

ま
た
、
親
の
会
も
若
い

会
員
が
少
な

く
な
っ
て
、
全
国
組
織

の
国
へ
訴
え
る

力
を
弱
く
し
て
い
る

。
親
・
兄
弟
姉
妹

等
幅
広
い
声
を
結
集
し

て
、
国
に
伝
え

て
行
か
な
い
と
い
け
な
い

。 

日
本

は

障
害

者

団
体

が

ば
ら

ば

ら

で
、
ま
と
ま
っ

て
い
な
の
で

、
国
に
訴

え
る
力
が
弱
く
な
っ
て
い

る
。 

こ
れ

か

ら
全

施

連
は

そ

の
中

心

的

役
割

を

果
た

せ
る

団

体
に

な

る
べ
く

努
力
し
て
い
き
た
い
。 

 

以
上
の
議
論
の
後
、
３
号
議
案
は
原

案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

４
．
第
４
号
議
案 

 

平
成
25
年
度
予
算
案
に
関

す
る
件 

 

予

算
は

昨

年
度

の
予

算

額
よ

り
多

少

少
な

い
が

殆

ど
同

じ
で

あ

る
と

の
報

告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

─ 

以
下
、
次
ペ
ー
ジ
第
１
段
へ 

─ 

全
施
連 

ニ
ュ
ー
ス 

発 行 者 
一般社団法人 

全国知的障害者施設家族会連合会 
理事長 由 岐  透 
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住  所 
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６
月

11
日(

火)

〜

12
日(

水)

大
阪

チ

サ

ン

ホ

テ
ル

で

全

施

連
総

会
が

開

催

さ
れ

ま

し

た
。

初

日
は

総

会

議
案

に

つ

い
て

の

社

員
総

会

の
審

議

と

引
き

続

き

デ
ン

マ

ー
ク

視

察

報
告

が

あ

り
、

２

日

目
は

冒

頭
に

本
年

度

の
北

海
道

大

会
の

説
明

と
参

加

要
請

、
平

成

26
年
度

大

会
開

催

予

定
の

愛

知

県
か

ら

準
備

状

況

の
報

告

の

後
、

フ

リ

ー
ト

ー

キ
ン
グ
が
行

わ
れ

、

12
時
に

解
散

し
ま

し
た

。 

全
施
連
第
２
回
社
員
総
会
開
催
さ
れ
る
！ 

⑴ 第４号                                  平成 25年７月10日 



 
由

岐
理

事

長
か

ら
は

会

費
値

上
げ

に 
 

関
し

て
は

次

回
の

理
事

会

に
提

案
す

る

と
の
発
言
が
あ
り
、
４

号
議
案
は
原
案

通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

５
．
東
日
本
大
震
災 

義
援
金
活
動
報
告 

 

昨

年
度

東

日
本

大
震

災

の
被

災
６

県

の
知
的
障
害
者
施
設
・
家
族
会
に
義
援

金

を
贈
呈
し

た
が
、

平
成

25
年
度
も
第
２

回
目

の
義

援

金
贈

呈
を

岩

手
県

・
宮

城

県
・
福

島
県
中
心
に
行

う
こ
と
が
提
案

さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
。
な
お
、
義
援
金

の

募
金

活
動

は

今
年

度
で

終

了
す

る
こ

と

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
フ
リ
ー
ト
ー
ク 

 
 

施
設
嘱
託
医
問
題 

 

厚
労

省
か
ら

今
年

３
月

29
日
に
各

障

害
福
祉
関
係
主
管
課
宛

に
出
さ
れ
た
「

平

成

25
年
度

の
指
定

障
害

者
支

援
施
設

に

対
す

る
指

導

監
督

に
お

け

る
医

師
配

置

の
取
扱
い
等
に
つ
い
て

」
と
い
う
通
達

は

平
成

24
年
４
月
か
ら

実
施
す

る
こ
と
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
通
達
で
は
、
配

置
医
師
は
入
所

施

設
利
用
者
の
初
診
料
、
再
診
料
を
請
求

し

て
は

い
け

な

い
と

い
う

こ

と
に

な
っ

て

い
る
。
理
由
は
配
置
医

師
（
嘱
託
医
）
に

は
支

援
法

に

基
づ

き
支

払

わ
れ

て
い

る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
報
酬
に

初
診
料
、
再
診

料

は
含
ま
れ
て
お
り
、
医

師
は
二
重
に
は

請

求
出

来
な

い

こ
と

に
な

っ

て
い

る
か

ら

で
す
。 

 

 
 

問 

題 

点 

①
配
置
医
師
（

嘱
託
医

）
の
嘱
託
医
契

約

額
が

低
い

場

合
な

ど
で

は

辞
退

す
る

可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
は

嘱
託
契
約
額
が

高

騰
す
る
。 

②
厚
労
省
の
【
保
険
医

が
配
置
医
師
で

な

い
場
合
に
つ
い
て
は
、
緊
急
の
場
合
ま

た

は
患

者
の

傷

病
が

該
当

配

置
医

師
の

専

門
外
に
わ
た
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
特

に

診
療
を
必
要
と
す
る
場

合
を
除
き
、
そ

れ

ぞ
れ

の
施

設

に
入

所
し

て

い
る

患
者

に

対
し

て
み

だ

り
に

診
療

を

行
っ

て
は

な

ら
な
い
】
と
い
う
通
達

が
あ
る
の
で
他

の

医
師

の
診

察

を
受

け
ら

れ

な
く

な
る

恐

れ
が
あ
り
、
利
用
者
本

人
や
家
族
が
医

師

を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
な
く

な
る
。 

 

も

し
他

の

病
院

の
診

療

を
受

け
る

場

合
は

全
て

の

医
師

と
嘱

託

医
契

約
を

結

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
こ
れ
で

は

自
由
診
療
へ
の
選
択
権

が
奪
わ
れ
、
人

権

侵
害
で
は
な
い
の
か
。 

 
 

理
事
長
提
案
を
可
決 

 

由

岐
理

事

長
か

ら
こ

の

問
題

に
対

し

て
、
「
全
施
連
と

し
て
、
初

診
料
、
再

診

料
を

請
求

で

き
な

い
こ

と

か
ら

嘱
託

医

の
辞

退
や

診

療
拒

否
等

が

起
き

る
こ

と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
配
置
基
準
問
題

の

改
善

を
し

て

貰
う

よ
う

至

急
要

望
書

を

作
成
す
る
」
と

い
う
提
案
が
あ

り
、
全

会

一
致

で
全

施

連
と

し
て

対

応
を

と
る

こ 

    

３
月

18
・

19
日
の
全
施
連
理
事
会
の

前
に
由
岐

理
事
長

他
理
事

42
名
で
厚
生

労
働
省
障
害
福
祉
担
当

者
３
名
・
民
主

党

国
会
議
員
有
志
会
の
５

名
と
で
、
衆
議

院

議
員

会
館

会

議
室

で
会

合

を
持

ち
ま

し

た
。 

 

こ
の
会

合
は
昨

年

10
月
に
も
三
役
他

５
名
で
、
最
新
の
問
題

を
中
心
に
要
望

書

を
手
渡
し
意

見
交
換
を

行
っ
て
い

ま
す

。

そ
の

中
で

全

施
連

か
ら

は

国
会

議
員

の

皆
様
に
は

平
成

18
年
に
成
立

し
た
障
害

者
自

立
支

援

法
の

下
で

は

知
的

障
害

者

が
安

心
し

て

生
き

て
ゆ

く

こ
と

が
難

し

い
。
ま
し
て
や
親
亡
き

後
は
ど
う
な
る

の

か
、
家
族
は
い
た
た
ま

れ
な
い
気
持
ち

で

い
る
。
何
と
か
し
た
い

。
ま
た
、
知
的

障

害
者

に
は

自

分
の

想
い

や

自
己

主
張

を

言
葉
で
発
言
し
、
文
章

で
表
現
で
き
る

人

は
非
常
に
少
な
い
こ
と

を
伝
え
ま
し
た

。 

 

併
せ
て
厚
生
労
働
省

に
は
、
実
態
調

査

と
障

害
者

支

援
区

分
の

検

討
は

障
害

程

度
区
分
の
見
直
し
で
は
な

く
根
本
的
な 

改
定

を
お

願

い
し

た
い

と

い
う

要
望

も

行
い
ま
し
た
。 

と
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

      

ま
た
、
議

論
の
中
で

全
施
連
か

ら｢

終

の
住

処
は

い

ま
の

制
度

の

ど
こ

に
あ

る

か
？｣

と
い
う
問

い
に
対
し

て
、
厚
生

省

阿
萬
室
長
は｢

終

の
住
処
と

言
え
る
の

は

入
所

施
設

か

ケ
ア

ホ
ー

ム

が
そ

れ
に

あ

た
る｣

と
い
う
発

言
が
あ
り

、
地
域
移

行

一
本

や
り

で

は
解

決
で

き

な
い

問
題

が

内
在

し
て

い

る
こ

と
を

再

確
認

し
た

会

合
で
し
た
。 

 

全

施
連

と

し
て

は
引

き

続
き

国
会

議

員
や
政
府
・
厚
生
労
働

省
と
の
会
合
を

持

ち
、
諸
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
ゆ

く

こ
と
に
力
を
尽
く
す
事

に
し
て
い
ま
す

。 

    

自
公
民
３

党
が
合
意

し
た｢

障
害
者

差

別
解

消
法｣

が

国
会

で

６
月

17
日(

水)

に
全
会
一
致
で
成
立
し
ま

し
た
。 

 

全

施
連

も

障
害

者
差

別

禁
止

法
案

に

関
し

て
国

や

各
政

党
等

に

要
望

書
を

提

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
障
害

者

差
別

禁
止

の

社
会

実
現

に

継
続

し
た

取

り
組
み
を
続
け
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。    

ニ

ュ
ー

ス

発
行

が
停

滞

し
て

い
た

た

め
、
お
知
ら
せ

が
多
く
な
り
ま

し
た
。
近

い
内
に
次
号
を
発
行
い

た
し
ま
す
。
４

号

発
行
遅
れ
の
お
詫
び
と

、
５
号
発
行
の

お

知
ら
せ
ま
で
。 

 

時計台の鐘が鳴る札幌で 
集まろう 我が仲間 

全施連全国大会 in 札幌 
10月 22日(火)～23日(水) 

前夜祭・観光・施設見学旅行も計画中 

編
集
後
記 

全
施
連
理
事
会 

民
主
党
有
志
の
会
・ 

厚
生
労
働
省
と
陳
情
・
意
見
交
換 

障
害
者
差
別
解
消
法 

国
会
全
会
一
致
で
成
立 

平成 25年7月10日                                  第４号 ⑵ 


